
4 カモ類
　主に湖沼や河川などの水辺で見ることができる。農作物被害を起こす主なカモ類として、カルガモ、ヒドリガモ、

マガモが挙げられる。カルガモは雌雄とも一年を通して黒褐色で、くちばしの先端の黄色が目立つ。他のカモ類の

オスは、冬から春にかけてとても目立つ色彩となる。
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カルガモ ヒドリガモ 雄・雌 マガモ 雄・雌

⒈ 分布と生息環境
　カルガモは、北海道を除き1年中日本で見られる。その他のカモ類のほとんどはシベリアなどで繁殖し、秋に日本

へ移動して冬を過ごし、春に再び繁殖地に移動する渡り鳥である。

⒉ 食性
　草の葉・茎・種子や小型の無脊椎動物などを食べる。ヒドリガモは海藻類も好む。

⒊ 繁殖や行動等
　カルガモの繁殖期は4〜7月。巣は草むらや藪の下などに作る。ヒナは孵化すると、そのまま親について行動する。

繁殖期はつがいとなって分散するが、冬は群れを作り広い湖沼では大群になる。冬鳥として渡来するマガモ、ヒド

リガモも広い湖沼では大群となる。

⒋ 農作物被害
　近年の被害の推移を見ると、被害面積は平成23年度より減少傾向。被害量では平成21年度をピークに、その後約

1,800t前後で推移している。被害の対象となる作物は、カルガモでは主にイネ、ヒドリガモでは野菜、ムギ類、ノ

リ養殖である。レンコンもカモ類による被害を受ける。

　水稲の直播、田植え、登熟期の被害は主にカルガモによる。湛水直播では周辺の水田より早く水を入れるため、カ

ルガモが集中的に飛来して大きな被害が発生する。種モミや出芽苗のモミ部への被害や、踏みつけによる出芽の阻

害がある。田植え後の水田では、植えた苗のモミ部の被害、歩行や遊泳による苗の倒伏が生じる。被害の生じた水

田では、水かきのついた足跡が残るとともに、モミ部を食べられた苗が見られる。河川や池から1〜2km以内の水田

に被害が多い傾向がある（引用文献（1）参照）。

　登熟期には、畦畔を歩行しながら水田外周の稲穂をしごくように食べるため、被害はたいていの場合畦畔沿いに

限られる。種子がきれいに取り去られた穂だけが残る。隣接した水田より登熟が進んでいる水田の方がより被害を

受けやすい（引用文献（2）（3）参照）。
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図1.7　カモ類による被害推移

図1.8　カモ類による作物別被害内訳

農林水産省「野生鳥獣による農作物被害状況の推移」（平成26年度）より

⒌被害の特徴

カルガモによる湛水直播水稲の被害（芽と根は残し、
モミ部分を食べる）。

イネ



⒈ 分布と生息環境
　九州以北に広く分布し、1年中見られる。北海道では夏鳥であったが、最近道南や道央で越冬するものが増えてい

る。

⒉ 食性
　動物質では昆虫やミミズなどを、植物質では木や草の果実を食べる。

⒊ 繁殖や行動等
　ムクドリの繁殖期は3月下旬〜7月で、年に1〜2回繁殖する。巣は人家の戸袋など建物の隙間や樹洞に作る。夏か

ら冬には、林地などに数百から数万羽が集まって眠る。近年は繁華街の街路樹などに集まることが多く、糞や騒音

が各地で問題になっている。

⒋ 農作物被害
　近年の被害の推移を見ると、被害面積、被害量ともに減少傾向にある。

　被害の対象となる作物は主に果樹で、平成26年度の調査によると、被害面積では果樹の占める割合が9割を超えて

いる。

　東北地方では6月頃におうとう（サクランボ）の被害が大きく、初夏から秋にかけてはもも、なし、ぶどう、かき

などが次々収穫期を迎えて、地域ごとに果樹の収穫期が被害発生の時期と重なる。ただし、ムクドリはショ糖を消

化できないため、ショ糖濃度の高いかんきつ類ではムクドリによる被害が発生することはない（引用文献（4）参照）。

なしでは品種によって被害の発生に差があり、長十郎や二十世紀などよりは、糖度が高くて果肉が柔らかい幸水や

豊水などの品種が被害を受けやすい（引用文献（5）参照）。
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5 ムクドリ
　体は茶色で、くちばしと脚の橙色が目立つ。市街地や農村で普通に見られる。
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図1.9　ムクドリによる被害推移

図1.10　ムクドリによる作物別被害内訳

農林水産省「野生鳥獣による農作物被害状況の推移」（平成26年度）より

⒌被害の特徴

ムクドリが集まって食べていた。食痕の形状から加
害鳥種の判定は難しい。

柿
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6 ハト類
日本で被害を及ぼす主な種は、キジバトとドバトである。

キジバト ドバト

⒈ 分布と生息環境
　キジバト、ドバトともにほぼ全国に広く分布している。キジバトは、低地から亜高山帯まで、さまざまな環境で

見られる。ドバトは飼い鳩が野生化したもので、市街地に多いが農村でも見られる。

⒉ 食性
　種子や低木の小果実などを食べる。主として植物質を食べるが、昆虫やミミズなどの動物質も食べることがある。

⒊ 繁殖や行動等
　キジバト、ドバトとも繁殖期は、北日本では4〜10月であるが、西日本や都市部では1年中繁殖する。キジバトは

樹上に小枝を皿状に組んで粗雑な巣を作る。ドバトはもともと崖などに巣を作る種なので、建造物や橋げたなどに

巣を作る。

⒋ 農作物被害
　近年の被害の推移を見ると、被害面積、被害量ともに減少傾向にある。被害の対象となる作物は、大豆などのマ

メ類、ムギ類、イネ、飼料作物、野菜など多岐にわたるが、ハトによる主な被害作物はマメ類である。

　大豆に対する被害では、出芽前の種子（豆）や出芽後の子葉に対するものが主である。出芽前の種子や根がつい

た状態で食べられると欠株となる。また、子葉と一緒に生長点が食べられると枯れてしまう。子葉だけの被害であ

れば、その後も生長を続けるが、被害のタイミングが早いほど収穫に影響を及ぼす。また、生育期間の短い品種ほ

ど大きく影響を受ける。出芽から発芽そろいまでの時期に被害が多く、初生葉が展開すると被害はほとんど生じな

くなる（引用文献（6）参照）。

　キジバトでは、開けた大規模な畑より、林地に近い畑などで被害が多い傾向がある。また、畑の一定方向から侵

入し内部へ歩きながら採食するため、林地からの侵入経路側で被害が多く、中心部で少ない傾向がある（引用文献

（7）参照）。

　マメ類のほかにはイネ、ムギ、トウモロコシ、野菜などでも同様に播種期に被害を受ける。
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図1.11　ハト類による被害推移

図1.12　ハト類による作物別被害内訳

農林水産省「野生鳥獣による農作物被害状況の推移」（平成26年度）より

⒌被害の特徴

大豆

出芽途中で子葉を２枚とも食べられた苗の生長は著
しく遅れる。
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7 カワウ
　大型の水鳥（全長80〜85cm、体重1.5〜2.5kg）で、全身褐色がかった黒色で、繁殖期になると頭部と腰部に白

い繁殖羽を生じ、眼下の露出部が赤くなる。ウミウは、カワウより大きく、背部に緑色の光沢がある、嘴の基部に

ある裸出部の形が異なるなどの違いがあるが、よく似ているため、識別には注意が必要である。

⒈ 分布と生息環境
　北海道から琉球諸島まで全国に分布し、世界的にも南米大陸を除いて広く分布している。河川、湖沼など内陸部

の淡水域、沿岸部の海水域や汽水域を含む幅広い水域に生息し、季節的に複数のねぐらを利用して、都道府県境を

越えて広域に移動する。

　かつては全国に分布していたが、1970年代には、絶滅が危惧されるほどに個体数が減少し、分布も限定的になっ

た。1980年代になると個体数が増加に転じ、分布も拡大しはじめた。

⒉ 食性
　季節によって採食域を変え、種類を選ぶことなく、さまざまな魚を潜水して捕食する。ウグイ、アユ、コイ、ハ

スなどの他、オオクチバスやブルーギルなどの外来種、ザリガニなどの甲殻類も餌とし、1日の採食量は500g程度

とされている。

⒊ 繁殖や行動等
　昼行性で日中は群れまたは単独で行動し、夜間は集団で水辺の林などにねぐらをとることが多い。ねぐらから

15kmほど離れた場所まで毎日採食に出かける。ねぐらと採食地が40km近く離れている場合もある。コロニーをつ

くって集団で繁殖し、１巣あたりの産卵数は1〜7個、巣立ち雛数は1〜5羽である。

⒋ 被害
　過去には、鵜飼や糞の利用など、人とカワウが共存する文化もあったが、人の生活様式の変化などにより、1980

年代以降の個体数の増加と分布の拡大は、人間活動との軋轢を生じさせた。カワウによる主要な被害は、内水面に

おける漁業被害で、放流魚や漁獲魚の食害、養殖池での食害、漁具の破損、釣客がカワウを嫌うことによる入漁料

の減少などである。また、コロニーやねぐらでは、植生被害が発生している。巣材採集や踏みつけによる枝折り、糞

成鳥 若鳥
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特定計画に基づく個体数調整（2007年～）

カワウ有害駆除捕獲数（1975年～）

カワウ狩猟捕獲数（2007年～）

ウ類狩猟捕獲数（1923～1946年）

ウ類有害駆除捕獲数（1923～1962年）

図Ⅲ-１-18． ウ類・カワウ捕獲数の経年変化（1923 年～2010 年）(環境省 2001 改変) 

1970年代以前
カワウ駆除数　不明 1970年代

駆除数　31羽
1980年代
駆除数　2,677羽

1990～94年
駆除数　8,545羽

1995～98年
駆除数　25,558羽

2010年
狩猟数　　　 3,818羽
駆除数　　　11,645羽
個体数調整　25,437羽

* ウ類での集計であるため

*

図Ⅲ-１-19． カワウの分布の拡大と捕獲数の推移（成末ほか 2001 より改変）網掛けは、

アンケート・文献によってカワウの生息が確認された都道府県を、●は、カワウの捕獲が実

施された都府県を示す（鳥獣関係統計より）。 
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による土壌変成などで樹木が枯死する。植生被害が進行して土壌流出が発生すると、防災・景観上も大きな問題と

なる。人家近くにコロニーやねぐらが形成されたケースでは、糞や鳴き声による生活被害が発生している。カワウ

による被害は全国に拡大し、特定鳥獣保護・管理計画の対象種となっている。

図1.14　カワウの分布の拡大と捕獲数の推移

図1.13　全国のねぐらやコロニーの箇所数の変化

（成末ほか 2001 より改変）
網掛けは、アンケート・文献によってカワウの生息が確認された都道府県を、●は、カワウの捕獲が実施さ
れた都府県を示す（鳥獣関係統計より）。

（加藤ななえ 2012 をもとに改変）
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8 その他の鳥類
　カラス類、ヒヨドリ、スズメ、カモ類、ムクドリ、ハト類以外に、農作物に被害を及ぼす鳥類を以下に取り上げ

る。

サギ類（ゴイサギ、アオサギ、シラサギ類）
・主な被害対象作物：イネ。

・被害の特徴と痕跡：サギ類は主に魚やカエルなどを餌とするが、採餌のために水田に入ったときに田植え後の苗

を踏みつける。

・水田で見られるシラサギ類はコサギ、チュウサギ、ダイサギ、アマサギの4種類がいる。

ハクチョウ・ガン類（マガン、コハクチョウ、コブハクチョウなど）
・主な被害対象作物：ムギ類、牧草。

・被害の特徴と痕跡：1年中見られるコブハクチョウ以外は冬鳥なので、被害は主に冬期に発生し、ムギ類や牧草の

葉を食べる。

ゴイサギ アオサギ コサギ

マガン コブハクチョウコハクチョウ

本州以南で1年中見られる。 日本全国で見られるが、北海道では
夏だけ見られる。

本州以南で1年中見られる。水田で
見られるシラサギ類は、他にチュウ
サギ、ダイサギ、アマサギ。

カモより大きい水鳥。冬になるとシ
ベリア地方から渡ってくる。大部分
の個体は、北海道を経由して宮城県
で越冬する。

日本各地で飼育され、一部が野生化
し繁殖している。

ガン類より大きい水鳥。冬になると
シベリア地方から渡ってくる。北海
道、本州の各地で越冬する。



27

キジ
・主な被害対象作物：大豆、かんしょ。

・被害の特徴と痕跡：ハト類と同様、大豆の出芽期に子葉を食べる。全国的な被害はハト類より少ないが、体が大

きいので、侵入された畑では大きな被害となる。

シロガシラ
・主な被害対象作物：かんきつ類、パパイヤ、トマト、野菜。

・被害の特徴と痕跡：かんきつ類、パパイヤ、トマトなどは果実、その他の野菜は葉に被害を受ける。被害の発生

時期は1〜2月に多い。この時期は20〜100羽程度の群れを作るため、被害が大きくなりやすい（引用文献（8）参

照）。

本州、四国、九州で1年中見られる。北海道には、中国などで見られる別亜種のコウライキジが放鳥されている。雄は目
立つ色彩だが、雌は全身茶色と黒の細かいまだら模様である。

沖縄本島と周辺の離島でのみ見られる。ヒヨドリに近い種類であり、
同じような被害を出す。

キジ雄 キジ雌



ウソ 雄・雌

スズメよりひとまわり大きい。雄は頬が赤いのが特徴的。雌には赤色
部分がない。本州中部以北の亜高山帯で繁殖し、冬期に平野部へ移動
する。
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メジロ

カワラヒワ

黄緑色が鮮やかな小鳥。日本全国で一年中見られる。甘いものを好む。

スズメくらいの大きさ。九州以北の地方で見られ、北海道以外では、
一年中見られる。スズメの被害と混同されている場合がある。

・主な被害対象作物：かんきつ類。

・被害の特徴と痕跡：くちばしが小さく果皮を破る力

が弱いため、他種が開けた穴から果肉を食べること

が多い。

・主な被害対象作物：ムギ、ソバ、ナタネ、ヒマワリ。

・被害の特徴と痕跡：種子食であり、群れで生活する

ため被害が大きくなることがある。

・主な被害対象作物：サクラ、もも、うめ。

・被害の特徴と痕跡：冬から春にかけてサクラ、もも、

うめなどの花芽を採食するため、果樹が結実できな

くなるほか、花見などにも影響が生じている。




